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熊本保健科学大学

運用については、週ごとに本専攻の教員
が２～３名ずつで担当しています。名カメ
ラマンやアイデアマンの先生方がいらっ
しゃるので大変頼もしい限りです。投稿内
容は、講義・演習中の学生たちの様子や、
学内の建物・風景の写真が主になります。
学生と教職員との距離が近いことが本学の
魅力のひとつであると感じておりますので、
その魅力が少しでも伝わるよう＃（ハッ
シュタグ）にも工夫をしています。学生か
ら「昨日の投稿は思わず笑ってしまいまし
た！」「僕の写真はまだ投稿してくれない
んですか？」という声や、教職員から「あ
の写真はどうやって撮影したんですか？」
という声を多数かけていただき、大変励み
になっています。
今後は、様々な視点から“言語聴覚学専
攻”と“言語聴覚士”について知ってもら
えるような情報を発信していきたいと考え
ています。インスタグラムを通して、本
学・本専攻の魅力がより多くの方の目に触
れる機会をつくっていきたいと思っており
ますので、温かく見守っていただければ幸
いです。
※右のＱＲコードからページに入ることがで

きます。

リハビリテーション学科言語聴覚学専攻では、入学式が開かれた
４月２日からインスタグラムの運用を開始しました。幅広い年代の
人たちに“言語聴覚士”という職業や、国家資格取得のために日々
勉学に励んでいる言語聴覚学専攻の学生たちの様子を知ってもらう
きっかけづくりができればと思っています。

４月から５月にかけて学部
４年生を対象とした保護者会
を開催しました。国家試験合
格や就職先の内定を獲得する
ために、学生、保護者、大学
教職員が連携し、今後の学生
生活をより充実させるのが目
的です。昨年に続き、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の
ためオンデマンド形式の開催

となりました。
主な内容は、学長による大
学概要や新型コロナウイルス
感染拡大防止への取り組み、
各学科・専攻による就職、国
家試験、学外実習に関する説
明などで、特別サイトを設け
ました。また、希望する保護
者には、SG担任との個別面談
を別途実施しました。

対面での実施は叶いません
でしたが、より多くの保護者
に情報を提供できたのではな
いかと思います。今後、就職
活動や国家試験対策が本格化
していきます。感染対策を徹
底しつつ、学生たちを支援し
ていきたいと思います。

（就職・実習支援課）

リハビリテーション学科言語聴覚学専攻

平江満充帆臨時教員

国試合格、就職内定へ連携強化 学部４年生保護者会
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全学必修の「アカデミックスキル」科目で
授業支援等にあたるリーダー学生の養成講座
が始まりました。同科目を支援する「アカデ
ミックスキル支援センター」によるもので、
本年度は１年次生14人が新たなリーダー学生
として受講しています。
リーダー学生は、１年次前期から２年次前
期にかけて開講される「アカデミックスキル
Ⅰ～Ⅲ」でファシリテーターとして活躍しま
す。養成講座での文献講読やディスカッショ
ン、プレゼンテーション、文章作成の経験を
各クラスに持ち帰り、「共に学ぶ経験者」と
してクラスメートの学修を支援する役割を
担っています。
４月26日に始まった養成講座は、７月15日

まで、毎週火、金曜日の午後６時から１時間
半行われています。火曜日は文献講読会で徹
底的に文献を読み込み、議論します。また、
金曜日は授業内容を先行して学修。いずれも、
支援センターの学生指導員が指導にあたって
います。
メンバー14人は、いずれも自ら名乗りを上

げてくれた学生たちです。先輩指導員の姿に
あこがれて手を挙げたというリハビリテー
ション学科理学療法学専攻の池田安政さんは

「文献講読など今までしてこなかった勉強の
形で面白いです」と話していました。また、
看護学科の戸次陽菜乃さんは「（大学生にな
り）新しいことにチャレンジしたかった」と
言いながら「ハードな研修日程は苦じゃない。
人前で話すのは緊張するけど、すごく楽しい
です」と続けていました。
なお、昨年度養成した２年次生のリーダー
学生16人も、現在、アカデミックスキルⅢで
活躍中です。

（アカデミックスキル支援センター）

本年度、本学に赴任した教員の皆さ
んの研究内容を紹介します。私の研究 4

リハビリテーション学科理学
療法学専攻の田中貴士と申しま
す。私は熊本機能病院に勤務後、
大阪と金沢の地で動物を用いた
基礎研究に取り組んでまいりま
した。主として、高齢期の脳損
傷後における身体運動の効果を
検証しています。これまでに、
自発的な身体運動が脳の遺伝子
を若返らせ、脳損傷後の機能回
復を促すことを明らかにしてき
ました。本学の強みを生かし、
様々な先生方との共同研究を進
めることで、健康長寿社会の実
現に貢献していく所存です。

これまでスポーツ現場にいて、
知りたいこと、調べたいことが沢
山あるのですが、まずは、ヨガを
機能的にみてみたいと思います。
以前、体幹筋の機能と姿勢につ
いて、超音波診断装置やX線等を用
いて研究しました。姿勢保持には、
体幹の深層筋の働きが重要で、こ
の深層筋は呼吸の補助筋でもあり
ます。現在人気のヨガは、呼吸を
使って身体の複合運動をコント
ロールします。
ヨガが体幹機能と四肢へ与える
影響を調べ、より効果的で安全な
エクササイズとして提供できるか、
研究してまいります。

田中貴士
リハビリテーション学科
理学療法学専攻講師
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枝尾久美
リハビリテーション学科
理学療法学専攻講師

週２回…文献講読、ディスカッション、先行学習

「リーダー学生」ただいま養成中
アカデミックスキル支援センター
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長年、福岡に住んでいましたが、昨年、熊本保健科学大学に着任して、
今は熊本市内に住んでいます。大学の周りには季節の草木や花があり、
季節を感じられるため、幼少期のことを思い出します。
幼少期は、天草の自然の中で育ちました。小学校までの道のりは、近
道となる車の来ない山道を通っていましたので、帰り道は季節ごとの花
や木の実を探しながら帰っていました。れんげの花が一面に咲く季節が
好きで、びわや柿が実る季節も楽しみでした。
父は釣りが好きでしたので、磯釣りによく連れて行ってもらいました。
コロナ禍の前は、天草に帰った時には、親戚とよく磯釣りに行きました
が、たくさん魚が見えているのに全く釣れません（笑）。
今は、外出も難しい状況ですので、近所に住む姉が飼っている大きな
猫が癒しです。自然に触れる機会を増やしてコロナ禍でも楽しめる趣味
を持ちたいと思っています。

４月28日（木）の「第51回私の部屋でラ
ンチを」は、木下理事長による講演の最終
回（全６回）でした。また、同日午後６時
からは「第21回サイエンスカフェ」もあり、
医学検査学科の青木教授が海外での経験も
含めた研究報告を行い、ディスカッション
もありました。
共にコロナ禍のため、「私の部屋でラン
チを」は３カ月ぶり、「サイエンスカ
フェ」は４カ月ぶりの開催で、久々に対面

ならではの参加者と演者との交流が見られ
ました。ここでしか聞けない木下理事長の
大変貴重な経験談や、先進的な研究に取り
組む青木教授の報告は、深い学びと刺激的
かつ貴重な時間となりました。
木下理事長の講演オンデマンドDVD版や、
講演の中で紹介された書籍は図書館で閲覧
することができます。今後もそれぞれ月１
回のペースで開催予定です。どうぞご参加
ください。

天草の自然に育まれ

看護学科
吉田理恵講師
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３カ月ぶり
「私の部屋でランチを」

４カ月ぶり
「サイエンスカフェ」対面で再開

週間行事予定（５月21日～27日）

５ / 24（火）、27（金） 新任教員によるお披露目講演会及び昇任教授による講演会

５ / 25（水） 理事会・評議員会


